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鶴緊急起動用として便利な「Ubuntu」

図1 ブ 一ヽドディスクにイ

ンストールせすに起動でき

るL i n u xベー スの O S

「Ubuntu」を入れたUSB

メモリーを作つておくと、

Windowsが 起動しなくな

ったときにフアイルの敷出

や緊急の作業などが可能だ
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■のソフト「UNetb6otin」をダウンEl■ドして起動する。
‐ USBメ モリーはFAT32で フォーマットしておく
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の中のWindowSは 残したまま、USBメ モリーから

Ubuntuを起動できる     |

USBメ モリーに入れられるのは文

書ファイルやソフトだけではない。

OSを 丸ごと入れて、起動 ドライブ

として使うことも可能だ。

起動ドライブとして使うには、パ

ソコンのBIOSが 「USBブ ‐卜」に対

応していることが条件だ。BIOSの

設定画面を開いて 「起動」「B00T」

などの項目に「USB Device」といっ

た選択肢が表示されれば、対応して

いる可能性が高い。BIOSの 開き方

やその表示内容はパソコンによって

異なる。ここでは、USBメ モリーに

Ubuntuと Windowsを 入れてみよう。
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Ubuntuは、最も有名なLittux系

OSの 一つ。Windottsユーザーに

Ubuntuが役立つのは、パソコンの

ハ‐ドデイスクが不調になつたとき

だ。USBメ モリーからUbuntuを起

動してパソコンをインタ‐ネットに

つなげば、メールでの連絡やWeb

サイトでの調べ物など最低限の作業

ができる。Ubuntuを通じてハ■ド

デイスクを読み出し、デ‐夕を救い

出せる可能性もある(図1)。

‐Ubuntuに は、ハードデイスクに

インストールせずに起動できる「Live

CD」 という利用方法がある。この

Live CDのデータ(БOフ アイル)を

入手し、「UNeめoodn」というソフト

で
“
Ubuntu起動用USBメ モリー"を

作る(図2、図3)。Ubun的 のデータ

量は680MBな ので、lGB以 上の

USBメ モリーがあればよい。

あとは、パソコンの―電源を入れて

Windowsの 起動前にB10Sの画面を
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圏5 Ubuntuの デスクトーップ画面が

閑く。オフィスツフトのLibFeOffice

やWebプ ラウず‐のF,FefOXがプリ

インストールされているので―、すぐに

基本的な作業はできるよ八―ドディス

ク内のフォルダーが開けるので、フア

イルの数出なども可能だ
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表示させ、USBメ モリーがハードデ

ィスクよりも先に起動するよう設定

するだけだ。これで、Ubuntuが 立

ち上がる(図4、図5)。

「XPや ViStaからWindows 7に 乗

り換えた後でも、以前の環境を時々

使いたい」と思ったことはないだろ

うか。そうした人には、USBメ モリ

ーにWindowSを インストールでき

る「B00T革 命/USB Memory」 が

有効だろう。これは、パソコンに入

っているWindowsを USBメ モリー

にコピーして起動できるようにする

ソフトだ。自分のパソコン以外でも、

USBメ モリーから同じ環境を起動で

きる場合がある(図6)。

B00T革 命/USB Memoryで は、

ほかのパソコンで起動するために、

主なドライバーをダウンロードして

おいたり、USBメ モリーに収めるた

めに起動に最低限必要なフアイルを

絞り込んだりと、さまざまな技術が

使われている(図7～図9)。

この製品で注意したいのがOSや

ソフトのライセンス。プリインスト

ール版のWindowsは 、ほかのパソ

コンで利用できないので、USBメ モ

リーからの起動は同じパソコンに限

られる。パツケージ版のWindows

でも、1台のパソコンにインストー

ルすることしか認められないので、

ほかのパソコンでUSBメ モリーから

起動する場合は、元のパソコンから

WindowSを 削除しなければならな

い。そしてUSBメ モリーで起動後、

最初に「ライセンス認証」を行う。

ほかのソフトについても、必ず使用

許諾を確認して利用しよう。

ンUSBメ モリーにWindowsを 入れて便う

用途 1 複 数のOSを 切り替えて使う
憩辱 「B00T革 命/USB

Memory」 を使うと、パソ

コンにインストールされて

いるWindowsを コピーし

てUSBメ モリーから起動

できる。ただし、プリイン

ストール版のWindowSを

USBメ モリーに入れて別

のパソコンで使うのはライ

センス違反となる

観00T聾 爺 /書録騒mZl奪総8ry Ver簿

アーク1情報システム 実勢価格!約9500円  httpi〃WWW ark封nfO Sys coip/

顧7 ほ かのパソコンでも起動できるようにす

るために、主要メーガーの各種ドライパーソフ

トを自動的にダウンロードする機能がある

霞魯 USBメ モリーの容量が少な

い場合には、「フアイルリス トの作

成」機能で、起動に最低眼必要なフ

ァイルだけをUSBメ モリーにコピ

ーするよう設定できる。それでも、

WindOWS XPの 場合で40B以 上、

vista/フの場合で 160B以 上 (64

ビッ ト版の場合は32GB以 上)の

USBメ モリーが必要だ
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緑
醒簿 uSBメ モリーとB00T革 命

/USB Memoryの 製品CDを 入れ

てパソコンを起動する。最初にメッ

セージが表示されるので、いすれか

のキーを押すと、USBメ モリー内

のWindowSが 起動する。起動には

5分 以上かかることが多い。パソコ

ンに 「起動コー ド」を書き込めば、

次からはUSBメ モリーだけで起動

できるようになる

用途2 外 出先のパソコンで使う
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